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Sun Ray Server Software 4.0
リリースノート 
Linux オペレーティングシステム

サポートするプラットフォーム
このバージョンの Sun Ray Server Software は、次のバージョンの Linux オペレー
ティングシステムで機能します。

■ SuSE Linux Enterprise Server (SLES) 9 (Service Pack 3) 
(32 ビットおよび 64 ビット)

■ パッケージはすべて必須で、インストールする必要があります。

■ インストール時には「Full Installation」を選択してください。

■ tftp を必ずインストールしてください。

■ Red Hat Enterprise Linux Advanced Server (RHEL AS) 4 Update 3 
(32 ビットおよび 64 ビット)

■ パッケージはすべて必須で、インストールする必要があります。
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新機能
Sun Ray Server Software 4.0 for Linux では、次の新機能が提供されています。

新しい管理 GUI
Sun Ray 管理 GUI は 4.0 リリースで書き換えられています。JSF (Java Server Faces) 
テクノロジを使用して、最新の Sun ブランドに準拠している Web ベース管理インタ
フェースを動的に描画します。これまで使用されていた CGI ベースの描画ロジック
は完全に削除されました。

新しい OSD
On Screen Display アイコンが変更されて、接続やその他の問題がより明確に視覚化
されました。ただし、アイコンのコードおよび DHCP のコードは同じままです。こ
れについては、『Sun Ray Server Software 4.0 管理者マニュアル』の表 B-1 および表 
B-2 を参照してください。

オプションのポップアップ GUI
ポップアップグラフィカルユーザーインタフェースによって、接続したキーボードか
ら Sun Ray DTU のネットワーク構成パラメータの入力を行えます。これについて
は、『Sun Ray Server Software 4.0 管理者マニュアル』の第 7 章を参照してくださ
い。

従業員が自宅から会社の Web サイトにアクセスするために Sun Ray DTU を使用す
る場合など、特定の実装でこの機能は便利ですが、その他の環境では適さないことも
あります。そのため、SRSS 4.0 には DTU ファームウェアの 2 つの バージョンがあり
ます。

■ 次の標準の場所にインストールされたデフォルトバージョンのファームウェア
/opt/SUNWut/lib/firmware

このバージョンには、設定機能は含まれていません。utadm と utfwadm を使用
する標準インストール機能はデフォルトバージョンをインストールします。

■ 次の場所にインストールされた設定可能なバージョンのファームウェア
/opt/SUNWut/lib/firmware_gui

設定機能を含むファームウェアを使用するには、管理者は -f オプションを使用し
て utfwadm を実行してファームウェアをインストールしてください。
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統合 VPN サポート

最新のファームウェアを搭載した Sun Ray Server Software は、リモートユーザーが
個別の VPN ルーターを必要としない VPN の解決方法を提供します。ただし、企業
ネットワークでは、Cisco EasyVPN プロトコルをサポートする Cisco ゲートウェイ
を利用する必要があります。さらに、オプションのポップアップ GUI ファームウェ
アも必要です。

統合 VPN サポートは、次の Sun Ray 2 DTU でのみ使用可能です。

■ Sun Ray 2

■ Sun Ray 2FS

■ Sun Ray 270

キオスク (アクセス制御) モード

現在、Linux プラットフォームではキオスクモードがサポートされています。キオス
クモードポリシーは、ユーザーのスマートカードトークンまたは DTU の擬似トーク
ンの設定で上書きすることができます。詳細については、『Sun Ray Server Software 
4.0 管理者マニュアル Linux オペレーティングシステム』の第 10 章を参照してくだ
さい。

NAT ゲートウェイデバイスのサポート

Sun Ray DTU が NAT ゲートウェイの内側にある場合でも、周辺機器がサポートされ
るようになりました。

変更された機能

utgstatus

このリリース以降から、utgstatus コマンドは、信頼できるホストのサーバー情報
のみを表示します。
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自己登録 GUI の拡張

このリリースでは、PAM 認証との互換性のために自己登録 GUI が拡張されていま
す。詳細は、pam および pam.conf のマニュアルページを参照してください。自己
登録 GUI は PAM サービス名 utselfreg を使用します。このサービスの 
/etc/pam.conf に特定の PAM 構成は追加されないので、pam.conf のマニュアル
ページで説明されているように、ほかの PAM サービスにデフォルト設定されます。

既知の問題と回避方法

RHEL で必要な再起動 (バグ ID 6481726)

RHEL での Sun Ray Server Software のインストール後、Sun Ray サーバーを再起動
してから次のコマンドで Sun Ray サービスを再起動してください。

GUI の問題

管理 GUI のアップグレード (バグ ID 6572246)

4.0 管理 GUI には、Java サーブレットおよび Java Server Pages (JSP) の標準規格をサ
ポートする Web コンテナが必要ですが、以前のバージョンでは必要ありませんでし
た。この変更によって、Apache Tomcat 5.5 以上をシステムにインストールする必要
があり、そのため、utconfig スクリプトが既存の Tomcat インスタンスの場所を要
求するために拡張されました。

以前のバージョンの Sun Ray Server Software から (保存していたファイルを使うな
どして) アップグレードを実行する場合は、アップグレード完了後に utconfig -w 
を実行してください。utconfig -w コマンドでは、Tomcat インストールの場所を
含む管理 GUI の設定を求められ、そのあとに管理 GUI が自動的に起動されます。

# /opt/SUNWut/sbin/utrestart -c
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Apache Tomcat のメモリー不足エラー (バグ ID 6558040)

Apache Tomcat は、Java Runtime Environment (JRE) の Java 仮想マシン (Java 
Virtual Machine、JVM) 内で実行されます。JVM は、クライアント VM またはサー
バー VM として実行できます。一般に、サーバー VM はクライアント VM と比べて
多くのメモリーを確保して起動に時間がかかりますが、時間の経過とともにサーバー 
VM はクライアント VM より高速に実行します。

クライアント VM で Tomcat を実行すると、一部のシステムでメモリー不足の問題の
原因になることがあります。管理 GUI にアクセスするときにメモリー不足の問題が
発生する場合は、管理 GUI をサーバー VM で実行するように、Tomcat を次のよう
に明示的に設定してください。

1. webadmin.conf ファイルの jre.options プロパティーを次のように変更します 
(/etc/opt/SUNWut/webadmin/webadmin.conf を参照)。

2. 次のように管理 GUI を再起動して、新しい設定を適用します。

注 – システムがサーバークラスのマシン (少なくとも 2 基の CPU、最低でも 2G バイ
トの物理メモリー) である場合、サーバー設定を指定しなくても、サーバー VM が自
動的に使用されます。詳細については、
http://java.sun.com/j2se/1.5.0/docs/guide/vm/server-class.html を
参照してください。

遠隔アクセス (バグ ID 6508069)

遠隔アクセスを無効にすると、空白のページが表示されることがあります。

utconfig -w コマンドによって、管理 GUI への遠隔アクセスを有効または無効に
することができます。遠隔アクセスが無効である場合 (デフォルト)、
http://localhost:1660 または http://127.0.0.1:1660 を経由して管理 GUI 
にアクセスしてください。

その場合に http://<servername>:1660 を経由しても管理 GUI にはアクセスで
きず、空白のブラウザページが表示されます。http://<servername>:1660 を経
由して管理 GUI にアクセスするには、遠隔アクセスを有効にしてください。

jre.options=-server

/opt/SUNWut/lib/utwebadmin restart
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自己登録 GUI (バグ ID 6533780、6538083)

誤ったユーザー名またはパスワードを入力すると、自己登録 GUI でテキストが入力
できなくなります。

この問題を回避するには、「終了」ボタンを押して自己登録 GUI を再起動してくだ
さい。

自己登録 GUI を使用すると、場合によって Java コアダンプが起きることがあります
が、予期したとおりに登録し続け、その他の不都合な影響も見られません。ただし、
coreadm が一意にコアダンプを名付けるように構成されている場合は、ディスク容量
の使用状況を監視してください。

オーディオの問題

SuSE マルチヘッドセッションでの小さい音量 (バグ ID 
6552753)

SuSE で、場合によって、マルチヘッドセッションの音量が非常に小さくなります。

この問題を回避するには、新しいオーディオデバイスを作成し、AUDIODEV および 
UTAUDIODEV 変数をそのオーディオデバイスに設定して使用してください。

xmms プレイヤの設定 (バグ ID 6473628)

mp3 ファイルを再生するために xmms プレイヤを設定するには、次の手順を実行し
てください。

1. xmms 出力プラグインの設定を変更して、より多くのバッファリングを追加します。

2. バッファーサイズを 10000 ms に、プレバッファーパーセントを 90 に変更します。

コマンド行またはメニューから xmms を実行するとき、パネルの左側の文字 O をク
リックして「Preferences」メニューを表示します。

3. 「Audio I/O Plugins」ボタンの下の「Output Plugin OSS Driver」を選択し、「設
定」ボタンを押します。

4. 「Buffering」を選択します。

a. デフォルトのバッファーサイズは 3000 ms です。これを 10000 ms に変更しま
す。

b. デフォルトのプレバッファーパーセントは 25 です。これを 90 に変更します。

5. 「了解」を押し、さらに「Preferences」パネルで「了解」を押します。
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6. xmms を終了して再起動します。

キーボードの問題

Alt キーとメタキー

XKB が有効になっている場合、Alt キーとメタキーは機能が入れ替わります。

2 台目の DTU での XKB 機能

ユーザーが同じユーザー ID を使って 2 台目の DTU にログインした場合、XKB 関連
機能は機能しません。

RHEL 上の XKB

RHEL では、XKB 機能を有効にしたあとで次のようなメッセージが表示されます
が、機能は正しく実行されます。

数値入力キーのマッピング

数値入力キーのマッピングが、utsettings、utmhconfig、および登録 GUI など 
Java ベースの Sun Ray ツールで正しく機能しません。

この問題を回避するには、次のように環境変数 _AWT_USE_TYPE4_PATCH を false に
設定してください。

キー配列

setxkbmap を使用して Sun Ray DTU でキーボードのキー配列を設定できません。

Error activating XKB configuration.
Probably internal X server problem.

# setenv _AWT_USE_TYPE4_PATCH false
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画面の問題

2 つ目の Linux セッションの画面ロックが機能しない

Linux セッションを 2 つ作成する場合、ユーザーは、2 つ目のセッションに対しては
画面ロックを設定できません。SRSS で画面をロックする必要がある場合は、2 つ目
のセッションに対して xlock を使用します。メニューから画面をロックしようとし
ても、何も起こりません。この問題を回避するには、xlock を使って画面のロック
を有効にして SRSS を停止させるために、2 つ目のセッションに対して手動で 
screensaver デーモンを起動します。

外部ストレージの問題

注意 – 外部ストレージデバイスを切断する前に utdiskadm -r を実行しなかった場
合、データが損失することがあります。外部ストレージデバイスを切断する前に、必
ず utdiskadm -r を実行してください。

各言語対応の問題

管理 GUI でロケールを正しく表示するには、ブラウザの言語設定を適合させて必要
なロケール (fr、ja、または zh_CN) を選択してください。

たとえば、Mozilla の場合、「ツール」->「オプション」->「詳細」->「言語の変
更」と進みます。

ポルトガル語ロケール

ポルトガル語ロケールを有効にするには、rpm -i コマンドを使用して、次のパッ
ケージをインストールしてください。

# /usr/X11R6/bin/xscreensaver -nosplash &

% /opt/SUNWut/bin/utdiskadm -r device_name

# rpm -i SUNWputo-4.0-05.i386.rpm
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utselect および utwall

簡体字中国語、繁体字中国語、韓国語のロケールでは、utselect および utwall は 
Linux ディストリビューションで正しく動作しません。

この問題を回避するには、適切なロケールのサブディレクトリから utselect およ
び utwall カタログファイルを削除します。これにより utselect および utwall 
が英語で動作します。

簡体字中国語ロケールの場合:

繁体字中国語ロケールの場合:

韓国語ロケールの場合:

# rm /opt/SUNWut/lib/locale/zh_CN/LC_MESSAGES/utselect.mo
# rm /opt/SUNWut/lib/locale/zh_CN/LC_MESSAGES/utwall.mo

# rm /opt/SUNWut/lib/locale/zh_CN.utf8/LC_MESSAGES/utselect.mo
# rm /opt/SUNWut/lib/locale/zh_CN.utf8/LC_MESSAGES/utwall.mo

# rm /opt/SUNWut/lib/locale/zh_TW/LC_MESSAGES/utselect.mo
# rm /opt/SUNWut/lib/locale/zh_TW/LC_MESSAGES/utwall.mo

# rm /opt/SUNWut/lib/locale/ko_KR.utf8/LC_MESSAGES/utselect.mo
# rm /opt/SUNWut/lib/locale/ko_KR.utf8/LC_MESSAGES/utwall.mo 
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